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６
月
定
例
村
議
会　
開
催

　
６
月
定
例
村
議
会
が
６
月
９
日
㈫
～
12
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
２
議
案
を
可
決
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
川
﨑
和
夫
、
竹
島
貴
行
、
杉
田
雅
史
、
前
原
英
石
、
森
弘
秋
、
田
村
馨
の
各
氏
の
一

般
質
問
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
。
村
内
の
商
店
・
事
業
所
数
は
少
な
い

が
、
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
住
民
の
生
活

支
援
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
て
い

る
。
本
来
、消
費
喚
起
が
目
的
で
あ
る
が
、

舟
橋
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
地
域

振
興
を
図
る
目
的
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

購
入
対
象
者
を
設
定
し
た
。

質
問　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　
平
成
26
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
は
な
い
が
、

管
理
不
全
の
空
き
家
は
存
在
す
る
の
で
、

今
後
も
指
導・勧
告
等
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
係
る
、
空
き
家
等
対

策
計
画
の
策
定
や
協
議
会
の
設
置
を
検
討

す
る
が
、
環
境
維
持
だ
け
で
な
く
、
空
き

家
を
人
口
増
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
合

わ
せ
て
考
察
し
て
い
く
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
６
月
に
立
ち
上
げ
る
地
方
創
生
事
業

「
舟
橋
村
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
合
推
進

会
議
」
で
も
検
討
す
る
。

質
問　
地
方
創
生
と
地
方
版
総
合
戦
略
に

つ
い
て

村
長　
村
で
は
総
合
戦
略
の
諮
問
・
承
認

機
関
と
し
て
、
議
会・自
治
会
連
合
会
長・

住
民
代
表
・
村
当
局
で
構
成
す
る
「
舟
橋

村
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
」を
設
置
す
る
。

総
合
戦
略
案
の
策
定
・
子
育
て
環
境
づ
く

り
等
の
施
策
の
提
案
、
実
施
機
関
と
し
て

質
問　
議
員
報
酬
に
つ
い
て

村
長　
村
議
会
議
員
選
挙
が
２
回
連
続
で

無
投
票
と
な
り
、
成
り
手
が
い
な
い
状
況

に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
要
因
の
一

つ
に
議
員
報
酬
が
低
額
な
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
昨
年
12
月
議
会
で
期
末
手
当
の

支
給
率
を
他
市
町
村
と
同
様
に
改
正
し

た
。
今
後
も
、
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
で

十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

総
務
課
長　
消
費
喚
起
効
果
の
開
示
に
つ

い
て
は
、
取
扱
店
が
商
品
券
を
換
金
し
た

額
・
商
品
券
購
入

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
の
公

表
方
法
を
今
後
検

討
す
る
。
３
割
の

プ
レ
ミ
ア
ム
率
に

つ
い
て
は
、
よ
り

立
山
舟
橋
商
圏
に

足
を
向
け
て
も
ら

え
る
よ
う
設
定
し

一
般
質
問
の
主
な
も
の

は
、
民
間
企
業
・
富
山
大
学
・
金
融
機
関
・

行
政
に
よ
る
「
舟
橋
村
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
総
合
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
る
。
総

合
推
進
会
議
は
、
子
育
て
環
境
部
会
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
等
整
備
活
用
部
会
・
宅

地
造
成
部
会
・
農
業
産
業
化
部
会
・
エ
イ

ジ
レ
ス
部
会
の
５
つ
で
構
成
し
、
産
学
官

金
・
住
民
に
よ
る
チ
ー
ム
で
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

質
問　
高
齢
者
が
利
用
す
る
施
設
・
設
備

の
拡
充
に
つ
い
て

村
長　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
を
持

つ
場
づ
く
り
は
大
切
で
あ
る
。
村
で
は
、

健
康
構
想・環
境
総
合
整
備
計
画
に
よ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た
エ
イ
ジ
レ
ス
対
策
を
実

施
し
、
退
職
期
を
迎
え
る
方
が
地
域
活
動

に
参
加
し
や
す
く
な
る
受
け
皿
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
必
要
な
施
設
設
備
に
つ
い

て
は
、「
舟
橋
村
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総

合
推
進
会
議
」
で
十
分
に
検
討
す
る
。

質
問　
議
会
中
継
に
つ
い
て

総
務
課
長　
村
で
は
、
本
議
会
の
情
報
公

開
は
、
議
事
録
の
Ｈ
Ｐ
等
で
の
公
表
、
議

会
だ
よ
り
の
発
行
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
寄
稿
か
ら
発
行
ま
で
に
約
２
ヶ
月
を

要
し
て
い
る
。
議
会
中
継
に
つ
い
て
は
、

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
実
施
に
つ
い
て
慎

重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
し
か
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
る

有
効
な
方
法
な
の
で
、
議
会
に
お
い
て
も

十
分
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

［平成27年度補正予算］
●一般会計
　補正額　2,199万2,000円の増額
　（累計　17億881万8000円）
〈主な補正〉
・社会保障・税番号制度に係る
　システム改修費　� 1,388万８千円
・経営体育成支援事業� 522万８千円
・村道舟橋北部線舗装修繕附帯工事費
� 307万円

［人事案件］
・県後期高齢者医療広域連合議会議員
� 古越　邦男（再任）
・選挙管理委員
� 舟川豊次郎氏（国重）　　
� 中田　俊夫氏（佛生寺）　
　� 杉本　政雄氏（古海老江）
� 明官　幸子氏（舟橋）　　
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８月２日（日）
　

村
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
風
土
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
舟
橋
」
の

保
全
と
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
８
月
２
日
㈰
を

「
舟
橋
村
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
と
定
め
、「
住
民
・
地
域
・
行
政
」
三
者
の
連
携
に

よ
る
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。　

問い合わせ先
生活環境課　田中
　� ☎464－1121

平成27年度のクリーンデーの活動内容
地　　区 活動内容 集合場所 活動時間

舟 橋 白山神社、公民館周辺の清掃、
道路のゴミ拾い 舟橋公民館 午前７時00分～

� 午前９時00分

仏 生 寺 道路の清掃等 仏生寺公民館 午前８時00分～
� 午前10時00分

海 老 江 地区内の空き缶拾い、
神社・海老江会館の清掃 海老江会館 午前６時00時～

� 午前７時30分

竹 鼻 リバーサイド公園・地区内の
清掃

リバーサイド公園
駐車場

午前６時30分～
� 午前８時30分

竹 鼻 団 地 用水路の掃除等 用水路前 午前６時00分～
� 午前７時00分

古 海 老 江 地区内のゴミ拾い 古海老江集会所 午前６時00分～
� 午前８時00分

東 芦 原 地区内の清掃 東芦原公民館 午前８時00分～
� 午前９時30分

芦 原 団 地 地区内の清掃 芦原団地公民館 午前７時00分～
� 午前８時00分

きらめきの郷 用水路の掃除、公園清掃等 きらめき団地内公園 午前７時30分～� 午前８時30分

稲 荷
地区公園の除草、地区内のご
み拾い、コミュニティセンタ
ー周辺の除草・ごみ拾い

各班所定の場所 午前７時00分～
� 午前８時00分

国 重 地区公園・八幡神社の除草・
ごみ拾い、地区公民館の清掃

各公園
地区公民館

午前７時00分～
� 午前８時00分

竹 内 道路や周辺のゴミ拾い 竹内公民館 午前６時00分～
� 午前７時00分

役 場 公共施設周辺 役場庁舎前 午前７時00分～
� 午前８時00分

子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ
　
子
育
て
世
帯
へ
の
消
費
税
増
税
に
よ
る
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

の
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」が
昨
年
度
に
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
者

は
平
成
27
年
度
６
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
と
な
る
方
で
、
支
給

額
は
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
、０
０
０
円
で
す
。
こ
の
給
付
金

を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
舟
橋
村
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
舟
橋
村
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
、
６
月
５
日

に
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付�

現
況
届�

兼�

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金�

申
請
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
既
に
役
場
生
活
環

境
課
の
方
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付�

現
況
届�

兼�

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金�

申
請
書
」
は
、
提
出
期
限
が
６
月
30
日
㈫
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
書
類
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
こ
の

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
及

び
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
役
場
生
活
環
境

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
勤
務
先
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
勤
務
先
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
舟
橋
村
か

ら
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書
は
送
付
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
勤
務
先
に
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

書
が
配
布
さ
れ
る
の
で
、
申
請
書
の
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明

書
欄
に
記
載
が
あ
る
も
の
を
役
場
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
期
間
は
平
成
27
年
６
月
５
日
㈮
か
ら
平
成
27
年

９
月
30
日
㈬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課　
田
中　
℡
４
６
４
―
１
１
２
１
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マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）についてのお知らせ

10 月から「マイナンバー」が通知されます
マイナンバーってなに？

「通知カード」と「個人番号カード」

　　国民一人ひとりが持つ12桁の個人番号のことです。マイナンバー制度は社会保障・税制度の効率
性や透明性を高めるもので、平成28年１月から「社会保障」「税」「災害対策」の各行政手続でマイナ
ンバーが必要になります。また、マイナンバーは一生使うもので、原則として変更されません。

平成27年10月から
通知カードが簡易書留郵便で送付さ
れます。

マイナンバーをお知らせするための通知カードが住民票の住所地に順次送
付されます。今お住いの住所に住民票を異動していない方は、住民票の異動
をお願いします。

平成28年１月から
個人番号カードを交付します。
（申請が必要です。）

こちらのカードにもマイナンバーが記載されていますが、通知カードとは
異なり、電子証明書を内蔵しています。e-TAX等をご利用の方は、個人番号
カードの申請をお願いします。

「個人番号カード」の申請方法
　通知カードとともに送付される申請書またはインターネット（顔写真は、スマートフォンのカメラによるも
の等を利用予定）により申請します。
　住民基本台帳カードは有効期限まで使えますが、再交付は個人番号カードの交付開始以降は行われません。
引き続き電子証明書をご利用の場合は、個人番号カードの取得が必要になります。

マイナンバー制度をかたった詐欺にご注意ください！！
　役場や税務署など、公的な機関から「マイナンバー制度」の手続きについて手数料の請求や、金融機関での
手続きを指示することなどは絶対にありません。　　
　もし、そのような電話や訪問があった場合は、すぐに役場や警察にご相談ください。

問い合わせ先　生活環境課　田中　☎464－1121

　これまで、児童相談所全国共通ダイヤルは10桁の番
号（0570－064－000）でしたが、覚えやすい３桁の
番号にして、子どもたちや保護者のSOSの声をいちはや
くキャッチするため、平成27年７月１日（水）から「189」
（いちはやく）という３桁の番号になります。�

児童相談所全国共通
� ダイヤルとは･･･

　虐待かもと思った時などに、すぐ
に児童相談所に通告・相談ができる
全国共通の電話番号です。 
　「児童相談所全国共通ダイヤル」
にかけるとお近くの児童相談所につ
ながります。 
　通告・相談は、匿名で行うことも
でき、通告・相談をした人、その内
容に関する秘密は守られます。

平成27年7月1日（水）から
児童相談所全国共通ダイヤルが3桁の番号になります
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舟橋村消防団・上市消防署舟橋分遣所 合同夏季訓練の実施について

日　時：平成27年７月26日(日)
　　　　午前９時から午前９時30分まで
　　　　※午前８時30分から午前10時まで交通規制（通行

止め）を行います。ご協力お願いします。

場　所：舟橋村保育所駐車場周辺
　　　　※訓練の際、消防車の緊急走行、サイレン吹鳴及び

放水活動等を行います。

竹内地区防火教室の実施について
日　時：平成27年７月26日(日)　10時30分から11時30分まで
場　所：竹内公民館
内　容：・火災予防について　　　　　・消火器の使い方について　　　　・119番通報について
　　　　・富山県東部消防組合の紹介（組織や体制等）　　　　 　　　　　・その他

富山県東部消防組合消防本部通信指令センターからのお願い
119番通報について
119番通報は、慌てず、落ち着いて通報するようにお願いします。
　指令センターでは、４市町村からの通報を受け付けしています。通報する際には、市町村名から慌て
ず落ち着いて指令員の質問にお答えください。
　①　最近では一般家庭から固定電話ではなく、携帯電話での119番通報も増えており、災害発生場所

の特定に時間がかかることがあります。
　②　自宅（アパート等）の住所地番は正確に伝えてください。

また、屋外や移動先からの通報も多く、通報の際には、交差点名称やコンビニ等、最寄の目標物
を詳しく伝えてください。

　③　通報後に消防から問い合わせをする場合がありますので、しばらくは電源を切らないようにして
ください。

〈問い合せ先〉　富山県東部消防組合消防本部　通信指令課　℡　0765－24－7977

今年度より、舟橋村消防団と舟橋分遣所とが合同で夏季訓練を行います。

小学校

分
遣
所

役場

駐車場

児童
公園

小学校

グラウンド
田

訓練実施場所

駐車場
保育所

＝ 交通規制（通行止め区間）

花火等による火災の防止について
　夏の風物詩「花火」。子供たちにとっ
て楽しみな季節となりました。
　しかし、気軽に楽しめる花火も、取り
扱いを誤ると火災や火傷などの事故につ
ながりかねません。
　火災や火傷などの事故が起こらないよ
う十分注意し、夏の楽しい思い出をつく
りましょう。

〈花火を安全に遊ぶためのポイント〉
１　気象条件を考え、風の強いときは花火をしない
２　燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ
３　子供だけでなく大人と一緒に遊ぶ
４　説明書をよく読み、注意事項を必ず守る
５　水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水に
つける

●問い合わせ先　上市消防署舟橋分遣所　　℡　464－1512
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６
月
14
日
㈰
、
舟
橋
会
館
で

「
舟
橋
村
敬
老
会
」（
主
催
：
舟

橋
村
社
会
福
祉
協
議
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
は
、

各
地
区
の
自
治
会
長
や
、
日
頃

か
ら
村
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ん
が
運
営
に
携
わ
り
「
地
域

ぐ
る
み
」
で
長
寿
を
お
祝
い
す

る
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
萩
原

勉
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
開

会
の
挨
拶
、
金
森
村
長
、
明
和

善
一
郎
村
議
会
議
長
が
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
慰
安

演
芸
で
は
、
舟
橋
村
保
育
所
の

年
長
児
が
、
童
謡
メ
ド
レ
ー
、

お
遊
戯
、
ち
っ
ち
ゃ
な
舟
橋
村

体
操
を
元
気
に
披
露
。
舟
橋
小

学
校
２
年
生
は
、
歌
、
手
遊
び

を
発
表
し
、
敬
老
会
の
参
加
の

一
〇
〇
余
名
の
皆
さ
ん
に
肩
も

み
を
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し

た(

表
紙
写
真)

。
ま
た
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
越
中
屋
漫
欽
丹
さ
ん

が
落
語
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を

披
露
。
会
場
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
加
の
皆

さ
ん
は
今
年
も
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

村の花「さつき」でお出迎え
（舟橋村在住の立山さつき会の皆さんの作品）

元気にちっちゃな舟橋村体操

そろいのハッピでお遊戯 漫欽丹さんのハーモニカ演奏

地域ぐるみで長寿のお祝
い

舟
橋
村
敬
老
会
開
催
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

舟
橋
村
保
育
所 　
　
　
　

�

楽
し
く
英
語
に
触
れ
て

舟
橋
小
学
校　
　
　
　

�

青
空
の
下　
田
植
え
体
験

異
世
代
が
集
う
憩
い
の
場
に

舟
橋
村
認
知
症
高
齢
者
等

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
及
び
模
擬
訓
練　
開
催

６
月
１
日
㈪

５
月
22
日
㈮

５
月
20
日
㈬

６
月
２
日
㈫

　
６
月
１
日
㈪
か
ら
、
舟
橋
村
保
育
所
で

英
語
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
歳
児
～

５
歳
児
ま
で
、週
１
回
指
導
を
受
け
ま
す
。

英
会
話
や
外
国
文
化
に
触
れ
る
環
境
を
設

定
し
、
村
の
子
育
て
の
魅
力
と
な
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
６
月
15
日
㈪
の
２
回
目
の
指
導

の
様
子
で
す
。
こ
の
日
は
講
師
の
方
に
も

慣
れ
て
き
た
の
か
少
し
緊
張
は
あ
っ
た
も

の
の
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
五
月
晴
れ
と
な
っ
た
こ
の

日
、
舟
橋
小
学
校
全
校
児
童
が
田
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
の
「
元
気
と

ふ
れ
あ
い
の
学
校
給
食
づ
く
り
事
業
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
５
年

生
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
て
い

た
農
機
具
「
こ
ろ
が
し
」
を
回
し
て
目
印

を
つ
け
、
苗
を
植
え
ま
し
た
。
も
ち
米
の

「
新
大
正
」、古
代
米
の
「
朝
紫
」
を
植
え
、

秋
に
は
稲
刈
り
、
餅
つ
き
体
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
村
民
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
憩
い
の
場

と
し
て
、
舟
橋
会
館
横
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
控
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
プ

レ
ハ
ブ
小
屋
が
改
修
さ
れ
、
利
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
舟
橋
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
舟
橋
寿

会
：
森
弘
秋
会
長
）
が
、
村
の
補
助
を
受

け
て
改
修
。全
面
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
な
り
、

冷
暖
房
が
完
備
さ
れ
る
等
、
よ
り
使
い
や

す
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
定
年
前
後
の
世
代
の
仲
間
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
で
地
域
活
動
を

充
実
さ
せ
る
エ
イ
ジ
レ
ス
対
策
を
進
め
て

お
り
、
幅
広
い
世
代
の
交
流
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
徘
徊
で
行

方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た

お
年
寄
り
等

を
早
期
に
発

見
・
保
護
す

る
「
舟
橋
村

認
知
症
高
齢

者
等
徘
徊
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の

第
１
回
会
議

及
び
模
擬
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

市
警
察
署
、
上
市
消
防
署
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
福
祉
施
設
、
村
民
生
委
員
等
が
参

加
。
通
報
、
連
絡
、
捜
索
、
発
見
、
保
護

ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
ま

た
訓
練
で
は
、
村
民
生
委
員
２
名
が
捜
索

係
と
な
り
、
徘
徊
高
齢
者
役
の
ス
タ
ッ
フ

を
服
装
や
特
徴
な
ど
を
記
入
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ

届
の
情
報
を
も
と
に
探
し
ま
し
た
。
上
市

消
防
署
井
上
副
署
長
は
「
認
知
症
高
齢
者

を
理
解
し
、
対
応
の
仕
方
を
知
り
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
が
必
要
。
模
擬
訓
練
の
機

会
に
は
是
非
参
加
し
て
ほ
し
い
。」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

7 ふなはし　2015.7



作
人
関
係
を
調
整
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を
講

じ
、
各
種
社
会
事
業
に
励
む
「
模
範
村
長
」
が

待
望
さ
れ
た
時
代
へ
と
急
激
に
転
換
し
た
時
代

だ
っ
た
。
野
村
は
時
代
の
要
請
に
応
え
て
奔
走

し
、
そ
の
種
の
「
模
範
村
長
」
に
な
る
こ
と
に

努
め
た
。
舟
橋
村
に
お
い
て
、敬
老
会
の
開
始
、

耕
地
整
理
事
業
の
推
進
や
産
業
組
合
の
創
設
、

消
防
組
を
創
設
し
そ
の
初
代
組
頭
と
な
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
戦
景
気
を
背
景
に
、

野
村
は
大
正
八
年
に
舟
橋
村
尋
常
小
学
校
の
増

改
築
や
雨
天
体
操
場
の
建
設
を
実
現
し
た
。「
米

騒
動
」
が
起
き
た
く
ら
い
の
当
時
の
米
価
高
騰

期
に
お
い
て
、
米
価
低
落
を
予
想
し
て
当
初
予

定
し
て
い
た
村
債
を
募
ら
な
い
で
実
現
し
た
。

大
正
末
に
は
村
是
の
策
定
や
村
誌
の
編
纂
の
基

本
方
針
を
定
め
、
そ
の
後
の
村
政
の
基
本
枠
を

定
め
た
。

舟
橋
村
農
会
長
と
し
て

　
稲
田
健
治
（
当
時
三
〇
歳
）
村
長
が
昭
和
三

年
二
月
に
誕
生
し
て
、
野
村
長
右
衛
門
（
も
と

野
村
惟
命
。
当
時
五
三
歳
）
の
立
場
は
村
政
の

主
流
派
か
ら
反
主
流
派
に
転
じ
た
。

　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
、
富
山
県
庁

が
焼
失
し
た
。
そ
の
再
建
計
画
が
県
会
に
提
出

さ
れ
る
事
と
な
っ
た
た
め
、
豊
作
貧
乏
で
窮
乏

化
著
し
い
農
業
恐
慌
下
の
農
民
負
担
の
増
大
と

な
る
と
し
て
、
再
建
阻
止
の
た
め
に
、
十
月

二
十
七
日
、
高
岡
高
等
商
業
学
校
講
堂
で
富
山

県
下
各
級
農
会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宣
言
書

を
決
議
し
た
。
同
会
に
お
い
て
舟
橋
村
農
会
長

の
野
村
長
右
衛
門
は
中
新
川
郡
農
会
を
代
表
し

て
演
説
を
し
、
悲
壮
な
る
決
意
の
程
を
示
し
、

農
村
救
済
の
気
炎
を
あ
げ
て
活
躍
し
た
。
そ
の

結
果
延
期
さ
れ
た
富
山
県
庁
（
現
在
の
富
山
県

庁
）が
再
建
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
年
で
あ
っ
た
。

　
（
文
中
敬
称
略
）

立
山
温
泉
経
営
者
）
で
あ
っ
た
。
同
会
は
、軍
、

郡
、警
察
、教
育
関
係
者
の
支
援
や
、
中
新
川
郡

農
事
試
験
場
の
後
援
も
得
て
い
た
。風
雨
の
中
、

正
午
の
開
会
に
参
集
し
た
者
は
約
六
〇
〇
人
で

あ
っ
た
。

　

初
年
度
は
毎
月
一
回
の
例
会
が
開
か
れ
た
。

野
村
惟
命
は
こ
の
団
体
を
背
景
に
地
域
社
会
に

置
い
て
政
治
的
に
重
み
の
あ
る
存
在
に
な
っ
て

い
っ
た
。

「
模
範
村
長
」
を
め
ざ
し
て

　

大
正
元
年
～
昭
和
二
十
年
（
一
九
一
二
～

一
九
四
五
）
は
足
か
け
三
十
四
年
間
で
あ
る
。

そ
の
間
、
舟
橋
村
長
だ
っ
た
の
は
、
五
代
目
明

和
伊
兵
衛
（
海
老
江
）、六
代
目
野
村
惟
命
（
仏

生
寺
。
大
正
十
四
年
に
父
の
没
後
に
四
代
目
野

村
長
右
衛
門
を
襲
名
）、七
代
目
稲
田
健
治
（
竹

内
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
野
村
は
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）八
月
か
ら
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

二
月
ま
で
の
村
長
で
、
大
正
年
間
十
五
か
年
の

ほ
ぼ
三
分
の
二
の
十
余
年
間
は
野
村
が
在
任
し

て
い
た
。
こ
の
野
村
が
村
長
に
な
っ
た
大
正
四

年
十
一
月
に
は
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
典
が
挙

行
さ
れ
、
種
々
の
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
野
村
は
立
憲
同
志
会
（
後
に
憲
政
会
、
改
め

民
政
党
）
系
の
富
山
県
に
お
け
る
重
鎮
で
、
郡

会
議
員
、郡
参
事
員
、村
会
議
員
、村
長
と
な
り
、

大
正
八
年
に
は
県
会
議
員
に
当
選
し
、
そ
の
初

年
度
に
県
参
事
員
も
勤
め
た
。
そ
の
他
、
郡
農

会
議
員
、
大
岩
電
気
㈱
の
監
査
役
な
ど
公
私
の

要
職
を
歴
任
し
た
。

　
た
ん
に
役
場
事
務
整
理
、
納
税
の
完
納
、
勤

倹
貯
蓄
の
励
行
、
農
事
の
改
良
、
道
路
・
治
水

事
業
の
改
修
な
ど
に
勤
め
た
ら
「
模
範
村
長
」

だ
と
言
わ
れ
た
時
代
は
去
り
、
野
村
惟
命
が
村

長
だ
っ
た
時
代
は
、
第
一
次
大
戦
（
大
正
三
年

～
七
年
）
の
大
戦
景
気
か
ら
一
転
し
て
戦
後
恐

慌
と
な
り
慢
性
的
な
不
況
に
沈
む
な
か
、「
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
波
が
押
し
寄
せ
、
従
来

の
よ
う
に
従
順
で
な
く
な
っ
て
来
て
い
た
村
民

に
対
し
、
率
先
し
て
村
の
産
業
組
合
を
創
設
発

展
さ
せ
、
耕
地
整
理
組
合
を
創
立
し
て
地
主
小

約
一
万
㎡
）。

　
四
代
目
が
本
稿
の
主
人
公
野
村
惟い

命め
い

で
、
そ

の
所
有
土
地
は
、
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
は
約

五
〇
町
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
直
前
に
は
、
六�

五
町
と
な
っ
て
い
た
（
舟
橋
村
で
二
五
町
。
仏

生
寺
部
落
内
で
二
〇
町
つ
ま
り
舟
橋
村
内
の
他

部
落
に
は
五
町
。
舟
橋
村
外
に
四
五
町
）
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
昭
和
初
頭
、
仏
生
寺
の

田
畑
の
面
積
は
三
一
町
弱
、
全
舟
橋
村
の
そ
れ

は
二
六
三
町
余
で
あ
っ
た
。

　
五
代
目
の
野
村
長
多
は
大
正
七
年
に
福
野
農

学
校
を
卒
業
し
、
二
期
村
会
議
員
と
な
っ
た
。

大
正
五
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
商
工
業
の
株
式

へ
の
野
村
家
の
投
資
額
は
六
千
余
円
だ
っ
た
の

に
対
し
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
十
七
年
ま
で
の

投
資
額
は
一
五
万
円
と
増
大
し
た
が
、
そ
の
う

ち
昭
和
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
に
六
万
円
弱

が
投
資
さ
れ
た
。
六
代
目
の
野
村
厚
寿
は
、
昭

和
十
六
年
生
れ
で
、
富
山
大
学
経
済
学
部
を
昭

和
三
十
九
年
卒
業
し
、
三
町
五
反
歩
を
耕
作
し

て
い
た
（
昭
和
四
十
一
年
現
在
）。

村
の
若
き
指
導
者
と
し
て

　

舟
橋
村
の
青
年
団
の
類
似
団
体
に
、
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
十
八
日
に
海
老

江
の
等
通
寺
で
発
会
し
た
舟
橋
村
郷
友
会
と
い

う
組
織
が
あ
っ
た
。青
年
相
互
の
親
睦
を
温
め
、

同
郷
の
風
紀
を
振
粛
し
、
教
育
、
勧
業
、
衛

生
、
宗
教
、
慈
善
等
の
た
め
尽
力
す
る
こ
と
が

会
の
目
的
で
あ
っ
た
。
会
長
は
野
村
惟
命
（
当

時
二
五
歳
）、
副
会
長
は
杉
田
八
治（
当
時
二
一

歳
。二
代
目
杉
田
八
郎
左
衛
門
。
同
家
は
当
時

野
村
家
の
四
代
目

　
野
村
長
右
衛
門
家
は
、
舟
橋
村
仏
生
寺
在
の

豪
農
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
野
村
家
の
土
地
集

積
過
程
を
、
元
富
山
大
学
教
授
の
淡
路
憲
治
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
追
跡
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
（
出
典
は
北
陸
農
政
局
計
画
部
計
画
課
『
富

山
平
野
地
区
土
地
改
良
事
業
長
期
綜
合
効
果
調

査
』
第
二
編
「
中
新
川
郡
に
お
け
る
地
主
層
と

他
産
業
と
の
関
連
」
昭
和
四
十
一
年
刊
）

　
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）に
生
れ
た
初
代
が
、

か
ぞ
え
十
八
歳
で
江
戸
へ
出
、
二
十
四
、五
歳

頃
、
帰
郷
し
た
際
に
持
参
し
た
二
両
の
金
を
元

手
に
親
戚
の
家
の
一
室
を
借
り
て
酒
の
小
売
業

（
農
村
の
居
酒
屋
）
を
始
め
た
。
小
作
を
し
な

が
ら
、
や
が
て
醤
油
製
造
や
貸
鍋
釜
業
を
も
兼

業
し
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
死
去
し

た
際
に
は
所
有
地
は
二
町
余
と
な
っ
て
い
た
。

二
代
目
は
初
代
同
様
「
多
角
」
経
営
し
て
い
た

が
、
幕
末
に
新
川
地
区
で
隆
盛
に
な
っ
た
蝦
夷

地
（
今
の
北
海
道
）
と
の
北
前
船
交
易
の
ブ
ー

ム
に
の
っ
て
、
白
岩
川
舟
運
を
利
用
し
て
米
や

肥
料
を
主
に
扱
っ
て
商
売
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
三
代
目
が
財
産
を
相
続
し
た
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
に
は
、
所
有
地
が
約
一
七
町

で
内
自
作
地
は
約
四
町
で
あ
っ
た
。
以
後
も

「
二
宮
尊
徳
主
義
」
に
徹
し
着
実
に
蓄
財
を
重

ね
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
時
の
所
有
反
別

は
三
八
町
五
反
余
で
、
そ
の
内
訳
は
貸
付
地
が

三
五
町
、
自
作
地
は
三
町
五
反
余
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
新
川
銀
行
株
券
や
貸
付
金
で
、
総
資
産

は
約
一
〇
万
円
と
い
わ
れ
た
（
一
町
＝
一
㌶
＝

村
史
に
拾
う　
⑭

百
年
前
に

�

村
長
さ
ん
に
な
っ
た
の
は
？

�
村
史
編
さ
ん
委
員
　
浦
田　
正
吉

野村惟命（明治7年（1874）5月3日～　
� 　　　　　昭和22年（1947）11月12日）

浦 

田　
正 

吉
（
う
ら
た　
し
ょ
う
き
ち
）

元
富
山
県
史
編
さ
ん
班
主
任
と
し
て
近
代

編
の
調
査
・
編
集
に
従
事
。
近
代
担
当
。

滑
川
市
在
住
。
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー ７月

講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 ２日㈭・ ９日㈭
１６日㈭・２３日㈭
３０日㈭        

１９：45～
　� ２１：００ 舟橋小学校体育館 ２００円/回 5００円/月

ジュニアテニス 小学3年生
　　 以上

 5日㈰・１２日㈰
１９日㈰        

１２:００～
　� １4:００ 舟橋村テニスコート 4,000円/8回

キッズ　　
スポーツ 年中・年長  ７日㈫・１4日㈫

２１日㈫・２８日㈫
17：00～
　� 18：00 舟橋小学校体育館 ２,０００円/月

フラダンス 一 般  ８日㈬・１5日㈬
２２日㈬        

１３：３０～
　� １4：３０ 舟橋会館 研修室４ 5００円/回

やさしいヨガ 一 般  ７日㈫・１4日㈫
２１日㈫・２８日㈫

１０：００～
　� １１：００ 舟橋会館 大広間 ３００円/回

キンボール

小学生

 １日㈬・ ８日㈬
１5日㈬・２２日㈬
２９日㈬        

１８：３０～
　� ２０：３０

舟橋中学校体育館 ２００円/回 5００円/月

 4日㈯・１１日㈯
１８日㈯・２5日㈯

１4：３０～
　� １６：３０

中学生以上

 １日㈬・ ８日㈬
１5日㈬・２２日㈬
２９日㈬        

１８：３０～
　� ２０：３０

 4日㈯・１１日㈯
１８日㈯・２5日㈯

１5：００～
　� １８：３０

　〈問い合わせ先〉
▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
　　　　　　　　　 TEL 464－1456 または 090－3298－1456
　　　　　　　 　

▲
舟橋村教育委員会（舟橋会館内）

　　　　　　　　　 月～金　  8：30～17：00　TEL 464－1126

会員限定

入札結果を公表します（金額は税込）� 問い合わせ先　総務課　TEL 464－1121
件　　　名 落札業者 落札金額

6月15日 村道東芦原舟橋駅線道路改良工事測量設計業務 栄光測量設計㈱ 7,344,000円
6月15日 舟橋村橋梁点検調査業務 新日本コンサルタント㈱ 2,808,000円

第35回舟橋村文化祭への参加募集
　平成27年11月３日㈷に舟橋村文化祭の開催を予定しています。
　本年度、作品展示・物品販売・サークル発表など、新たに参加されたい方は、舟橋村教育委員会まで
申し込みください。

文化祭の講演者が、　　　　　　　　　　　　　　　
　　秋山　仁（あきやま　じん）氏に決定しました
演題は「柔らか頭で発想の転換を」です。ご期待ください

応募締切日　７月31日㈮
問い合わせ先　教育委員会　℡464-1126

9 ふなはし　2015.7



Information お知らせ

高
齢
者
で
運
転
免
許
証
を

�
自
主
返
納
さ
れ
る
方
へ

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
の
方
に
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保

し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
交
通

費
や
通
院
費
の
支
援
と
し
て
、
支
援
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・
申
請
時
に
満
年
齢
65
歳
以
上
で
、
舟
橋

村
に
お
住
ま
い
の
方

・
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
さ
れ
た
方

○
支
援
の
内
容

　
支
援
金
（
月
額
４
，
０
０
０
円
）
を
５

年
間
支
給
し
ま
す
。

　
（
９
月
と
３
月
に
、
６
ヶ
月
分
を
支
給

し
ま
す
。）

○
申
請
の
方
法

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」（
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
時
に
交
付
さ
れ
ま
す
。）
を
提
示
し

て
、
役
場
生
活
環
境
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」

・
印
鑑

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険

証
等
）

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課　
加
藤

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

国
民
健
康
保
険
に

�

加
入
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

～
国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
～

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
以
下

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
い
う
。）
は
、
70
　
歳

か
ら
74
　
歳（
75
　
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

の
方
に
発
行
さ
れ
る
医
療
証
で
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
等
で
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
医
療
機
関
等
に
提
示
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
本
来
の
負
担
割
合

で
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
８
月
か
ら
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
と
な

り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
は
、
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、
7
月
下
旬

に
郵
便
で
送
付
い
た
し
ま
す
。
期
限
が
切

れ
た
高
齢
受
給
者
証
は
、
8
月
1
日
を
過

ぎ
た
時
点
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
有
効
期
限
は
１
年
間
で
す

　
更
新
後
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
28
年
7
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

で
す
。

（
有
効
期
限
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
方
は
、
そ
の
時
点
で
保
険

証
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。）

●
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
お
早

め
に
手
続
き
を

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
の
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
新

し
い
保
険
証
と
ハ
ン
コ
を
持
参
し
、
役
場

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課　
小
山

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

�

お
送
り
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
7
月

31
日
で
す
。

　
平
成
27
　
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
15
　
日
㈬
か
ら

簡
易
書
留
に
て
順
次
郵
送
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
、

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

・
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル

を
同
封
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
上
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
受
診
時
の
一
部
負
担
金
の
割

合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
が
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
る
判
定
に
伴
い
、
変
更

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
一
部

負
担
金
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減

さ
れ
る「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
申
請
に
よ

り
交
付
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
は
毎
年
７

月
31
日
で
す
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
で
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
７

月
21
日
㈫
か
ら
普
通
郵
便
に
て
順
次
発
送

し
ま
す
。（
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
）

※
世
帯
構
成
員
に
住
民
税
未
申
告
の
方
が

い
る
場
合
は
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
も
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

　
７
月
31
日
㈮
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
や

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
田
屋

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１
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Informationお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
は
、

�
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

や
保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

〈
平
成
27
年
５
月
か
ら
〉

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
民
間
事
業
者

（
魚
津
年
金
事
務
所
）

　
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
株
式
会
社

　
　
問
い
合
わ
せ
先

�

℡
０
１
２
０
―
２
１
１
―
２
３
１

業
務
委
託
に
関
す
る
ご
注
意

・
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を
お

預
か
り
す
る
場
合
は
、
お
客
様
が
保
険

料
の
「
納
付
書
」
を
お
持
ち
の
場
合
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。�

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
送
り
し
た
保
険

料
の
「
納
付
書
」
を
お
持
ち
で
な
い
方

か
ら
、
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
現
金

を
お
預
か
り
し
た
り
、
領
収
書
を
発
行

し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
民
間
事
業
者
に

提
供
し
て
い
る
個
人
情
報
は
、
ご
案
内

を
行
う
う
え
で
必
要
と
な
る
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
の
情
報

に
限
定
し
て
い
ま
す
。�

・
民
間
事
業
者
に
対
し
て
は
、「
日
本
年

金
機
構
法
」
や
本
事
業
に
係
る
委
託
契

約
書
等
で
、
目
的
外
の
使
用
や
閲
覧
、

複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
、
情
報
の
漏
え

い
防
止
の
た
め
に
厳
格
な
安
全
管
理
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。�

・
民
間
事
業
者
は
、
す
べ
て
プ
ラ
イ
バ
シ�

ー
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
ま
す
。�

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
さ
れ
る

場
合
は
、
送
付
さ
れ
て
き
た
郵
送
物
等

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先　
魚
津
年
金
事
務
所

�

℡
０
７
６
５
―
２
４
―
１
４
９
４

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

 

保
険
料
が
介
護
保
険
を

�
支
え
て
い
ま
す

　
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
現
在
、
老

後
の
こ
と
や
介
護
の
こ
と
は
、
誰
も
が
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
そ

の
よ
う
な
不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
支
え
合
い
助
け
合
っ
て
い
く
た

め
の
制
度
で
す
。

　
利
用
者
は
費
用
の
１
割
（
平
成
27
年
８

月
か
ら
は
、
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方
は

２
割
）
を
負
担
す
る
こ
と
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
り

は
、
皆
さ
ま
が
納
め
る
保
険
料
や
国・県・

町
村
の
公
費
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
金
額
は
３
年
毎
に
見
直

さ
れ
、
今
年
度
、
中
新
川
広
域
に
お
け
る

65
歳
以
上
の
方
の
年
額
保
険
料
は
、
変
更

と
な
り
ま
す
。

　
７
月
配
布
の
中
新
川
だ
よ
り
に
第
６
期

所
得
段
階
別
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
27
年
度
保
険

料
決
定
通
知
書
・
納
付
書
は
、
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
に
、
保
険
料
は
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
7
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
普
通
徴
収　
第
1
期

（
７
月
31
日
納
期
限
）

・
特
別
徴
収　
あ
り
ま
せ
ん

（
次
回
は
、
８
月
の
公
的

年
金
よ
り
天
引
き
）

問
い
合
わ
せ
先

　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　
介
護
保
険
課�

℡
４
６
４
―
１
３
１
６

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

 

狂
犬
病
予
防
接
種
は

�

お
済
み
で
す
か
？

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
舟
橋
村
で
は
、
毎
年
4
月
に
村
内
の
6

会
場
で
集
合
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
集
合
注
射
会
場
で
接
種
さ
れ
て
い
な

い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
未
接

種
の
方
は
、3
月
に
郵
送
し
た
ハ
ガ
キ「
犬

の
登
録
確
認
及
び
注
射
案
内
状
」
を
ご
持

参
の
上
、
動
物
病
院
で
個
別
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
接
種
後
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
持
参
の

上
、
生
活
環
境
課
で
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
５
５
０
円
が

必
要
で
す
。）

　

未
接
種
の
ま
ま
犬
を
飼
っ
て
い
る
場

合
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
20
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
正
し
く

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
生
活
環
境
課　
田
中

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１
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Information お知らせ

平
成
27
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

�
慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　
日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業

で
す
。

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）

①
旧
満
州

②
旧
ソ
連

③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

④
ボ
ル
オ
ネ
・
マ
レ
ー
半
島

⑤
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑦
中
国

⑧
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー

⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン

⑫
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

（
特
定
地
域
）

①
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

参
加
費
：
10
　
万
円

※
５
年
を
経
過
し
た
方
（
平
成
21
年
以
前

「不法電波から暮らしを守れ！」～STOP THE 不法電波～
総務省北陸総合通信局からのお知らせです

　電波は、テレビ・ラジオや携帯電話、警察、消防、救急、
防災行政の無線局など、様々な無線通信に利用されていま
す。しかし、これらの通信を妨害する不法無線局も多くあ
ります。
　総務省北陸総合通信局では不法無線局の取締りと共に、
無線機器を利用される皆様に電波のルールを守ることをお
願いしております。
電波のルール
①無線機器の利用には技適マークを確認
してください。
②電波の利用には、原則、免許が必要で
す。
③外国規格の無線機器は、国内では使用
してはいけません。

27年度ポスター（ゲゲゲの鬼太郎）

技適マーク

電波に関するご相談は
〒920－8795　石川県金沢市広坂2－2－60　金沢広坂合同庁舎
総務省 北陸総合通信局 監視調査課
TEL 076－233－4441
URL http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokuriku/

参
加
者
）
は
２
回
目
の
応
募
が
で
き
ま

す
。
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊
に
つ

い
て
は
、
５
年
を
経
過
し
て
い
な
く
て

も
応
募
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、前
回
洋

上
慰
霊
参
加
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
日
本
遺
族
会
事
務
局

�

℡
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

　
申
し
込
み
先

　
　
富
山
県
遺
族
会

�

℡
４
３
２
―
３
５
１
７

福
祉
・
介
護
の

�
お
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
富
山
県
健
康
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
祉
の
資
格
や
仕
事
の
内
容
、
福
祉

の
職
場
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に「
福
祉・介
護
の
お
仕
事
相

談
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し
、キ
ャ
リ
ア
支
援

専
門
員
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川

開
催
日
時
：
毎
月
第
３
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
変
更
に
な
り
ま
す
。
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。）

開
催
時
間
：
９
時
～
16
時
30
分

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
健
康
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

℡
４
３
２
―
６
１
５
６
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

特 定 健 康 診 査
（身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、
診察、心電図検査等）

集
団
健
診

・40歳以上の舟橋村
国民健康保険加入
の方

・75歳以上の方
・40歳未満の希望者

７月14日㈫ 午前9：00～10：00 舟 橋 会 館

・受診券及び保険証をご持参
ください

・ 舟 橋 村 国 民 健 康 保 険 以 外 
（各会社の健康保険組合等）
の方も受診できます。詳細は、
それぞれの健康保険組合等か
らの案内をご覧ください

・ご加入の医療保険証をご持
参ください

＊詳細については受診券等をご
覧ください

施
設
健
診

・40歳以上の舟橋村
国民健康保険加入
の方

・75歳以上の方
期間は、６月１日～10月30日です。 中 新 川 郡 の

医 療 機 関

前立腺がん検診
（血液検査）

・40歳以上の希望する
男性

７月14日㈫ 午前9：00～10：00 舟 橋 会 館

・ご加入の医療保険証をご持
参ください

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン）

・職場や医療機関で受
診する機会がない方 ・受診券をご持参ください

・受診券がない方も受診でき
ますので、お問い合わせく
ださい

乳　 房　 検　 診 職場や医療機関で受診
する機会がなく、受診
を希望される方

７月 ７日㈫ 午後1：00～2：00 舟 橋 会 館
子　 宮　 検　 診

乳　 幼　 児
健　 康　 診　 査

・４か月児のお子さん
・１歳６か月児のお子

さん
７月15日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご

持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員） 相談を希望される方 ７月15日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師） 相談を希望される方 ７月15日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成24年３月生まれの
お子さん ７月23日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総 合 セ ン タ ー
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳をご持参くだ

さい

健 康 相 談
（担当：保健師・  　
　　　  管理栄養士）

相談を希望される方 ７月10日㈮
７月24日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

【問い合わせ先】生活環境課　保健師まで　TEL ４６４－１１２１

健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより

浅
あさ

野
の

惺
し ょ う

羽くん
� （竹内）

岡
おか

嶋
じま

朔
さ

希
き

ちゃん
� （国重）

金
かな

森
もり

由
ゆ

真
ま

ちゃん
� （国重）

酒
さか

井
い

翔
かけ

琉
る

くん
� （東芦原）

　

蚊
を
媒
介
と
し
た
感
染
症

は
、
特
に
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域

で
広
く
流
行
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
内
で
も
蚊
に
刺
さ
れ

る
こ
と
で
感
染
す
る
デ
ン
グ
熱

や
日
本
脳
炎
の
発
症
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

蚊
に
よ
る
感
染
症
を

防
ぐ
た
め
に
　
　
　

①
蚊
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
、

ペ
ッ
ト
用
の
水
や
鉢
植
え
の

皿
の
水
等
を
放
置
し
な
い
。

②
戸
外
に
出
る
と
き
は
肌
の
露

出
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

③
虫
よ
け
剤
を
使
用
す
る
。 

④
蚊
が
室
内
に
入
ら
な
い
よ
う

戸
や
窓
の
開
け
閉
め
を
減
ら

し
、
網
戸
を
使
用
す
る
。 

⑤
日
本
脳
炎
に
つ
い
て
は
、
予

防
接
種
を
受
け
る
。

　
今
後
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
蚊
が
生
息
地
を
拡
大
し
増
加

す
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
蚊
に

刺
さ
れ
な
い
工
夫
や
予
防
接
種

で
、
蚊
に
よ
る
感
染
症
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課 

保
健
師

 

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

テ
ー
マ

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
つ
い
て

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場 

�

６月に１歳６か月児
健康診査を受けたお友達
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【作り方】
①茄子は多めの油で炒め揚げる感じで火を通

し、一度取り出しておく。
②にんにく、しょうがを炒め、香りが出たら

ひき肉を入れ炒める。そのままの塊で焼き
色をつけ、ほぼ火が通ったら崩して炒める。

③あらかじめ混ぜておいたAの調味料を②に
入れる。（弱火で炒める）

④ゆっくりと混ぜ、あんになったら①の茄子
をここで戻し入れ、一緒に細かく切った長
ネギも入れる。

⑤最後に香りづけにごま油をひとまわりかけ
て出来上がり。

暑い夏を乗り切ろう！「暑さ」には「からさ」で対抗！ピリ辛マーボーナス
　暑くなると何となく食べたくなるカレーなどのからい料理。その秘密はからい料理の発汗作用。汗
を出すことによって、身体の表面温度は一時的に下がり、涼しく感じます。
　また、ピリッとした刺激は、夏バテ撃退効果も抜群です。辛味成分の効用のひとつには、胃液を分
泌させて食欲を増進させるという効果があります。からい料理は「食欲がなくて」という夏バテ気味
の人にはもってこい。ただし、とり過ぎると胃腸を痛めることもあるので、程々にしましょう。

【材料（４人分）】
豚ひき肉……… 250ｇ
茄子…………… 3～4本
長ネギ（白い部分）…1本
にんにく（みじん切り）
　……………………1片

しょうが……………1片
油………………… 適量

　甜麺醤（または味噌）
　……………大さじ1
　豆板醤……大さじ1
　醤油………小さじ1

Ａ　砂糖………小さじ1
　ガラスープの素
　……………小さじ1
　水… 1～1.5カップ
　片栗粉……小さじ1

ごま油…………… 少々

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�

夏休み中に を受けましょう！
　母子手帳を確認し、未接種の予防接種がある場合は、夏休み中に接種しましょう。秋から冬にかけて
は、インフルエンザや胃腸炎などが流行しやすいため、早めの接種をお勧めします。予防接種を受ける
際は、各予防接種についての注意事項をよく読み、体調の良いときに受けてください。

【予防接種の種類・対象年齢・接種回数】
①ヒブ　２か月以上５歳未満（初回３回追加１回）※接種開始年齢によって接種回数は異なります。
②小児用肺炎球菌

２か月以上５歳未満（初回３回追加１回）※接種開始年齢によって接種回数は異なります。
③四種混合　３か月以上７歳半未満（初回３回追加１回）
④ＢＣＧ　５か月以上１歳未満（１回）
⑤麻しん風しん混合
〔第１期〕１歳以上２歳未満（１回）
〔第２期〕小学校入学前１年間（１回）
⑥水痘（水ぼうそう）　１歳以上３歳未満（２回）
⑦日本脳炎
〔第１期〕３歳以上７歳半未満（初回２回追加１回）
〔第２期〕９歳以上13歳未満（１回）
〔特例対象者〕平成７年度から18年度出生の方で、第１・２期（計４回）が終了していない方（20

歳未満で接種完了）
⑧二種混合　11歳以上13歳未満（１回）※接種券は、小学校６年生を対象に４月に郵送しています。

●接種券や予診票がお手元にない場合やご不明な点がある場合は、お問い合わせください。
　問い合わせ先　生活環境課　保健師　℡464－1121

問い合わせ先　生活環境課　栄養士　℡464－1121
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新 着 図 書

・マンガですぐわかる！ピケティと21世紀の資本論
� 安部　徹也
・頂点への道� 錦織　　圭
・キッチンハーブ
　　－おうちで育てて、おいしく元気－
� 学研パブリッシング

・過ぎ去りし王国の城� 宮部みゆき
・ラプラスの魔女� 東野　圭吾
・ぱっちり、朝ごはん� 阿川佐和子
・トットひとり� 黒柳　徹子

・アブナイおふろやさん� 山本　　孝
・アナと雪の女王�エルサのサプライズ
� ＫＡＤＯＫＡＷＡ
・かき氷 －天然氷をつくる－� 細島　雅代
・なぜなに日本語� 関根　健一

おはなし会
◦イソップおはなし会
　７月18日㈯　午後２時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　７月12日㈰　午前11時～
　７月19日㈰　午前11時～
　７月26日㈰　午前11時～

一般書

小説・エッセイ

児童書

その他多数新着図書あります。

こんにちは図書館です
TEL・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00～19：00（11月～3月は10：00～18：00）　土・日 10：00～17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日 　　　　

ぶらんこの利用時間は平日の９時～16時だよ！
毎日10時半からの「ぶらんこタイム」では保育士スタッフと一緒に手遊びや
リズム体操などをやっています♪
毎週木曜日のぶらんこタイムは、みんなのお楽しみ“さくらんぼくらぶ”！
みんなで遊びにきてね♪

★７月のさくらんぼくらぶ★
２日　ぼすい広場　七夕　　　　９日　ママビクス
16日　おうちヘアカット教室　　23日　水遊び・すいか割り【場所：学童保育室】
30日　出前お話会

雑誌リサイクル市
８月１日㈯～８月９日㈰　図書館1階カウンター前

＊２年間の保存期間を過ぎた雑誌
  約90タイトル1,200冊を1冊10円で！

摺澤　翔　作品展（油絵・マンガ原画）
６月30日㈫～７月５日㈰
舟橋村立図書館　１階フロア

　舟橋中出身で現在、金沢美術工芸大学に在籍
し、多方面で活躍中です。（受賞暦：2013年
11月期ＭＧＰ奨励賞・2014年第92回週刊少
年マガジン新人漫画賞佳作）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

子育て支援センター『ぶらんこ』からのお知らせ

★９日は大人気の島倉昌代先生のママビクスです！
　16日は美容師・古川千景先生におうちヘアカットのコツを学びます！
　23日の水遊び・すいか割りは学童保育室（舟橋会館横）で行います。 [ ]問い合わせ先

　子育て支援センターぶらんこ（役場2階）
　℡464－1121（内線45）
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お村の人口（６月１日現在）
前年同月

人口 3,019（－12） 3,060
男  1,465 （－4） 1,477
女 1,554 （－8） 1,583
世帯数 998 （－3） 991

（　　）は前月比

問い合わせ先：生活環境課　TEL 464－1121

7 月 納 税
固定資産税　２期分
国民健康保険税　１期分
後期高齢者医療保険料　１期分
水道料
お支払は便利な口座振替を

ご利用ください

平成27年7月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせるごみ
2

燃やせないごみ
3

燃やせるごみ
4

5 6

燃やせるごみ
7
プラスチック製

容 器 包 装

8

燃やせるごみ
9

びん・缶
10

燃やせるごみ
11

12 13
燃やせるごみ
剪定枝回収

14
プラスチック製

容 器 包 装

15

燃やせるごみ
16
燃やせないごみ
古紙類

17

燃やせるごみ
18

19 20

海の日
21
プラスチック製

容 器 包 装

22

燃やせるごみ
23 びん・缶

ペットボトル
紙製容器包装

24

燃やせるごみ
25

26 27
燃やせるごみ
剪定枝回収

28
プラスチック製

容 器 包 装

29

燃やせるごみ
30 31

燃やせるごみ
8/1

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※20日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。
※ごみは、収集日当日８時までに、決められた場所へ出してください。

古紙類収集の実施について
収集日時　7月16日（木）（ ）各地区で指定された時間

内に出してください。
収集場所　各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対 象 物　新聞類・ダンボール・雑誌
・金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれている

もの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外です。

古紙類の出し方について
・ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場所では、
「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にまとめて置いてく
ださい。

・毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されないよう、
各ご家庭で正しく分別してから出してください。

問い合わせ先　生活環境課　田中　TEL464－1121

【 おめでた／おしあわせに／おくやみ】
欄について

　広報ふなはしの「おめでた／おしあわせに／
おくやみ」欄は、プライバシー保護のため、ご
本人・ご家族からの依頼があった方のみ掲載し
ております。掲載を希望される方は、届出の際
に窓口で申し出てください。
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